
23（547）

要　旨

“省エネルギー市場の拡大”“リプレース需要の増加”によ

って，2010年以降，ビル管理システムの市場は拡大すると

予測される。本稿では，三菱電機が2009年1月に発売した

三菱ビル設備オープン統合システム“Facima BA－system”

（ファシーマBAシステム）について，その機能及び技術に

ついて述べる。

Facima BA－systemの特長は次のとおりである。

盧 フレキシブルなシステム構成

①旧機種のコントローラや通信ケーブルが流用できるた

め，センター装置から順次リプレースすることが可能

なシステムである。

②センター装置とコントローラ間のデータ通信に，世界

標準プロトコルであるBACnet（注1）通信を採用し，他社

の設備システムも接続可能である。

③三菱入退室管理システム“MELSAFETY－P”や三菱統

合ビルセキュリティシステム“MELSAFETY－G”，三

菱電機ビル空調管理システム“G－150AD”と，DIGU-

ARD接続（三菱専用通信でダイレクト接続）が可能で

ある。

盪 省エネルギーへの対応

①様々な設備のトレンド情報を最大30,000トレンド保持

することができ，エネルギー使用分析に利用できる。

②三菱電機ビルテクノサービス㈱（MELTEC）の新保守

サービスである“ファシーマサポート契約”と連携する

ことで，改正省エネ法への対応が容易となる。

蘯 ヒューマンインタフェースにWebを採用

①ヒューマンインタフェースはWebブラウザとし，

人・時間・場所にとらわれずにビル管理が可能である。

①旧機種との互換性を維持
②標準通信に対応
③三菱電機製品との連携

人・時間・場所の制限に
とらわれずビル管理が可能

①設備のトレンド情報を保持
②サービスメニューの充実
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省エネルギーへの
対応BACnet(注2)／IP  IPv4／v6
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FMS(ファシリティマネジメントサーバ)
BACnetを通してFCPやシーケンサの管
理情報を送受信し，監視パソコンにデータ
を提供。また報告用の日月年報や分析用
のグラフデータを監視パソコンに送信する。

FCP(ファシリティコントロールプロセッサ)
使用中のローカル機器を系統別に管理。
またBACnetと各種通信方式の変換をし
ながら，ほかのFCPとの連動制御なども
実現する。

三菱シーケンサ
電気室，機械室，EPSなどに設置し，専
用言語を使って各端末の監視や自動制御
を行う。ほかのシーケンサとの連動制御
も可能である。

(注2)　 BACnetは，米国ASHRAEが
　　　   制定したビルオートメーション用の
　　　　標準データ通信プロトコルである。

EPS：Electric Pipe Space/Shaft

SES(システムエクステンドサーバ)
BACnetを通してFCPやシーケンサから
マネジメントの中心となる各種設備の稼
働状況をチェック。データを蓄積し，監
視パソコンに提供する。

BMS(ビルマネジメントシステム)(課金)
エネルギー管理やテナント管理，設備管
理など，ビル設備運用の効率化をサポー
ト。運用変化に応じたマネジメントや省
エネルギー対策を行う。

Facima BA－systemのシステム構成と特長を示す。MELTECの新保守サービスであるファシーマサポート契約との連携が可能である。

Facima BA－systemのシステム構成と特長
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（注１） BACnetは，米国冷暖房空調工業会（ASHRAE）の登録商標
である。


